別紙様式
平成24年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　　　項：水産業費　　　目：水産業振興費
	事業名:　 錦鯉振興会事務活動費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　水産課　水産担当　電話番号：058-272-1111（内2893）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11438@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：180千円（前年度予算額：180千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・錦鯉品評会県大会開催事業
○県内各地の錦鯉養殖業者等が飼育した優秀鯉を一堂に集め、岐阜県錦鯉品評大会を
開催する。
○地域で開催される地区錦鯉品評会に対する協賛・指導を行う。
　
	２　所要経費


・活動費補助金　　　　  　　　　　180千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

　　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る。

　　　　　　　　・アユをはじめとする多くの魚が住み続ける清流や水の恵みが、流域の人々の生

活や産業文化をはぐくみ、支えており、魚たちのすむ川を見つめ直し、水の恵み

を活かした流域づくりに取り組む。
	２　これまでの取組状況


・岐阜県における錦鯉養殖の経営体数は平成15年に55経営体、平成22年には15経営体と減少傾向にあるものの、ここ数年は品評大会が同程度の規模で開催されていることからも、錦鯉に対する需要が維持されていることが伺える。
・錦鯉の生産については零細な業者が多く、その収入は生産量だけでなく、品評会等に
おける評価が影響しているため、県において品評会が開催され評価を得ることは、生
産意欲や品質の向上が図られるのみでなく、直接的に所得の向上が図られてきた。
	３　これまでの取組に対する評価


　現在、岐阜県では可能な限り冷水病菌を持ち込まないことを冷水病対策の軸足としているが、放流種苗をはじめ、オトリ鮎等、冷水病菌の侵入経路を把握し、解禁前の冷水病発生割合を著しく抑えることができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	　180

	0

	0

	0

	0

	0

	0
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	  180
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	0
	0
	0
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